
　
６
月
か
ら
募
集
し
て
い
る
「
せ
ん

ぼ
く
ふ
る
さ
と
マ
イ
ス
タ
ー
」
に
、

３
人
の
方
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
生
活
に
密
着
し
た

主
に
産
業
の
分
野
で
、
卓
越
し
た
知

恵
や
技
能
を
持
つ
方
を
認
定
し
、
そ

の
継
承
活
動
を
支
援
す
る
も
の
で

す
。

　
今
回
認
定
を
受
け
た
方
は
、
か
や

ぶ
き
技
術
保
持
者
、
大
石
辰
夫
さ
ん

（
梅
沢
）、佐
藤
喜
一
さ
ん
（
小
渕
野
）、

郷
土
料
理
指
導
者
、
真
崎
正
子
さ
ん

（
卒
田
）
で
す
。

　
引
き
続
き
、
マ
イ
ス
タ
ー
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
４
日
、
た
ざ
わ
こ
芸
術
村
を

会
場
に
、
田
沢
湖
・
角
館
観
光
連
盟

設
立
を
記
念
し
た
溝
畑
宏
観
光
庁
長

官
の
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
震
災
後
の
観
光
の
取
組
」
と
題

し
た
こ
の
講
演
会
は
、
観
光
行
政

ト
ッ
プ
の
話
を
聞
け
る
貴

重
な
機
会
と
あ
っ
て
、
観

光
業
に
携
わ
る
方
々
な
ど

約
１
３
０
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　
「
観
光
は
総
合
産
業
。

根
底
に
は
地
域
作
り
が
あ

り
、
そ
こ
に
住
む
人
み
ん

な
が
自
信
と
元
気
と
誇
り

を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
」

と
大
分
県
庁
時
代
の
大
学
誘
致
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
交
え
て
、
観
光
へ

の
取
り
組
み
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
観
光
へ
の
ヒ
ン
ト
を
得
よ
う

と
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

溝
畑
宏
観
光
庁
長
官
講
演
会

観
光
へ
の
取
り
組
み
を
熱
弁

ふるさとマイスターに認定された（写真左
から）大石さん、佐藤さん、真崎さん

産
業
分
野
の
継
承
活
動
を
支
援

３
人
の
ふ
る
さ
と
マ
イ
ス
タ
ー
誕
生
！

仙
北
地
方
さ
さ
ら
大
競
演
会

復
興
願
い
勇
壮
に
舞
う

　
８
月
28
日
、
た
ざ
わ
こ
芸
術
村
大

駐
車
場
を
会
場
に
、
仙
北
地
方
さ
さ

ら
大
競
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
競
演
会
は
、
東
日
本
大
震
災

の
犠
牲
者
を
追
悼
し
、
東
北
復
興
を

祈
願
し
よ
う
と
、
仙
北
市
伝
統
文
化

活
性
化
委
員
会
（
大
山
文
夫
代
表
）

が
企
画
。
仙
北
市
か
ら
６
団
体
、
大

仙
市
か
ら
４
団
体
の
ほ
か
、
能
代
市

の
常
州
下
御
供
佐
々
楽
や
潟
上
市
の

新
関
さ
さ
ら
が
特
別
出
演
し
、
千
人

以
上
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

溝畑長官は昭和35年京都府生まれ。
東京大学法学部卒業後、自治省入
省。大分県企画部次長、2002年ワー
ルドカップ組織委員会実行委員、
(株 )大分フットボールクラブ代表
取締役を経て22年1月より現職。

　
「
角
館
の
お
祭
り
」
が
9
月
7
日

か
ら
９
日
の
3
日
間
に
わ
た
り
行
わ

れ
、
町
中
が
祭
り
一
色
に
つ
つ
ま
れ

ま
し
た
。

　
角
館
の
お
祭
り
は
、
地
域
の
繁
栄

や
商
売
繁
盛
、
家
族
の
無
病
息
災
な

ど
を
祈
願
す
る
も
の
で
、
角
館
町
岩

瀬
の
神
明
社
（
9
月
7
日
、
8
日
）

と
西
勝
楽
町
の
薬
師
堂（
9
月
8
日
、

9
日
）
の
祭
り
が
一
緒
に
な
っ
た
も

の
で
す
。

　

歌
舞
伎
人
形
や
武
者
人
形
を
の

せ
、
き
れ
い
に
飾
っ
た
18
台
の
曳
山

が
７
日
に
神
明
社
へ
参
拝
。
8
日
は

佐
竹
北
家
当
主
へ
上
覧
。
薬
師
堂
へ

は
８
日
ま
た
は
９
日
に
参
拝
に
向
か

い
ま
す
。曳
山
は
飾
山
囃
子
を
奏
で
、

艶
や
か
な
手
踊
り
を
披
露
し
な
が
ら

町
内
を
曳
き
廻
し
ま
す
。
曳
山
同
士

が
道
で
か
ち
あ
う
と
、
通
行
の
優
先

権
を
め
ぐ
っ
て
交
渉
を
繰
り
返
し
、

決
裂
す
る
と
実
力
で
押
し
通
す
た

め
曳
山
同
士
が
激
し
く
激
突
す
る
山

ぶ
っ
つ
け
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
曳
山

を
曳
く
若
者
ば
か
り
で
な
く
、
見
物

す
る
人
を
も
魅
了
す
る
華
麗
で
豪
快

な
祭
り
絵
巻
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
今

年
も
明
け
方
ま
で
若
者
の
か
け
声
と

お
囃
子
の
音
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

角
館
の
お
祭
り

　
台
の
曳
山
が
町
内
練
り
歩
く

18

≪囃子部門≫
〇最優秀賞（角館のお祭り保存会長賞）
　岩瀬若者一同　祭喜会　代表　加藤清貴
　
○優秀賞（角館町観光協会長賞）
　横町若者　角館山本組　代表　山本善英

○優秀賞（仙北市商工会長賞）
　本町通り　神代芸能保存嬉遊会　代表　小原喜代四郎

≪手踊り部門≫
○最優秀賞（角館のお祭り保存会長賞）
　七日町丁内　藤美会　代表　藤原ミサ子

○優秀賞（角館町観光協会長賞）
　本町通り　高橋キヌ子社中　代表　高橋キヌ

○優秀賞（仙北市商工会長賞）
　横町若者　渡部幸子社中　代表　渡部幸子

　
平成 23年度　おやま囃子コンクール

写真：１．オープニングを飾った梅沢さ
さら　２．常州下御供佐々楽（能代市）　
３．新関ささら（潟上市）　４．戸沢ささ
ら　５．白岩こどもささら　６．広久内
ささら　７．小山田ささら　８．白岩さ
さら　９．堂野口ささら
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　９月８日、佐竹北家上覧時に、各町内の山車が一堂に会し、おやま
囃子コンクールが開催されました。
　厳正な審査の結果、次の方々が各賞を受賞されました。

地
域
の
話
題
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